























































ここでは, 海外における日本語教育全体の状況の中で, 西欧, 英国の状況を捉えて









かったのは東アジア, 次いで東南アジアであった｡ アジア以外の地域では, 機関数で
は大洋州, 北米, 西欧と続き, 教師数では北米, 大洋州, 西欧, 学習者数では大洋州,
北米, 西欧の順となっている｡ 国際交流基金による年の調査結果のうち, 学習
者数上位か国について学習者数と機関数を抜粋したのが次の表である｡
この表からわかるように, 学習者数上位か国のうちか国で学習者数が減少し,
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人と最も多く, 次いで中国, 韓国となっているが, 割合を見ると, カナダ
(％), シンガポール (％), フランス (		％), ドイツ (	％), 米国 (	







順位 国・＜地域＞ 学習者数 (人) 機関数 (人)
































   		 
 ベトナム 
	 
	   	 
 マレーシア 
		 
 	   
 フィリピン 
 
  		  
 ニュージーランド 
 
	 	  	 
 カナダ 
 	
 ▲   
 ＜香港＞ 
 
 ▲ 	 	 ▲
 インド 
 
	   	 
 ブラジル 
 
	 ▲  	 ▲
 フランス 
 
 	   
	 英国 
	 
	 ▲   ▲
 ドイツ 
 
    	
 ロシア 
 
 ▲ 	  ▲
 シンガポール 
 
 ▲	   ▲
(国際交流基金 () より抜粋)
年度の調査でみると, いずれの地域においても ｢日本語そのものへの興味｣ ｢コ
ミュニケーション｣ といった項目が上位にある｡ それ以外の上位項目を見ると, 東ア
ジアでは ｢機関の方針｣ ｢受験勉強｣ ｢将来の就職｣ といった項目が上位を占めるのに
対し, 北米及び西欧では ｢マンガ・アニメ・等が好きだから｣ ｢歴史・文学等
への関心｣ ｢国際理解・異文化理解｣ ｢日本への観光旅行｣ が上位を占めている｡




セアニア人)を対象に調査を行っているが, それによれば, 学習動機に関し, 英
国では ｢日本文化｣ ｢日本人と話したい｣ という項目が有意に多く, ｢専門科目だから｣
｢仕事｣ は有意に少ないのに対し, フランスでは ｢専門科目だから｣ が有意に多く,
｢日本人と話したい｣ は有意に少ない｡ このことから, 英国は教養型, フランスは職











金のサイト, 牛山 (), (), () 等をまとめたものである｡





























における東洋, スラブ, 東ヨーロッパ, アフリカの研究の更なる発展の必要性が





















も日本語を副次科目, 選択科目として教える所が増加する｡ さらに, 日本企業の英
国進出の増加もあり, 中等教育でも日本語の授業を始める機関が急増する｡
年








































































































究科には日本語, サンスクリット語, アラビア語, ペルシャ語, トルコ語, 中国語と
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(国際交流基金$%｢日本語教育国・地域別情報―英国―｣ より)
























る移民も多く, 英国では％の割合を占め (田中, ), 多様性は実に幅広く, そ
うした多様性を意識し受容することを政策として謳うことにより統合を図っていると
言えるだろう｡ したがって, の言語政策の根底には ｢言語は障害ではなく, 資産
である｣ という考え方があり (田中, ), 外国語教育は教育政策において最も重
要な柱の一つである｡
多様性を尊重する言語政策の方策として, 早期学習の推奨と基準の制定がある｡ 早




















 !!) を発表した｡ これは, 外国語教育のカ






) こともあり, 英国政府は年に新レベル基準 ("")
を発表した｡ これは, !の#レベルが$"%%%に基づいて設定されてお
り, これによりの基準との比較が可能になり, 	年よりこれに基づく&%
















































の蔵書, 美術館の収蔵品, 古典と現代のバランスのとれた総合的な教育, という
点において高く評価され, 特に第の点については他大学と比べ際立った特徴とし




















年度の学部学生は名であった (岡野, ) が, 	 () によれば年の
学生数は年生名, 年生名, 年生名, 日本留学名, 年生名で,
年間で学生数はかなり増加したと言えるだろう｡
日本語学科の教育目標は, ①現代日本語の習得と古文の知識を得る, ②日本の歴史・


















習 (文法が中心), 読解, 作文, 応用スキル (会話・聴解), 漢字と語彙というつの
モジュールから成る｡ 年時には神戸大学への交換留学プログラムが行われ, , 









































の速さで, また, 補助教材として 『日本語表現文型中級』 のかなり難易度の高い文章



































以降, 現代社会に焦点を当てた社会科学分野が補強され, 大きな特徴となった｡ こ
の研究所に属する教員は他学部に所属しながら複数学部の大学院生を指導する体制が
取られており, 社会科学系の研究者が集中している (恒吉, )｡ 恒吉 () は当
時の ｢学部レベルでフルタイムに教えているスタッフの内訳｣ を挙げているが, 東洋
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り充実したのではないかと考えられる｡ 加えて, 語学教育の専門家が専任教員となり,















































































































































































日本の/人の現代作家―村上春樹, 吉本ばなな, 村上龍―の小説, エッ
セイ, インタビュー等から, 精神科医である斎藤環の提示した ｢トラウ
マと癒し｣に関わるディスコースを分析している｡
(『オックスフォード日本研究』 .20-&#/より)
$) *	4!'の略｡ 企業が商品やサービスを消費者に提供する際に, 社会貢献に結び
これらの学位論文から伺えるのは, 論文のテーマは日本研究と言っても様々で歴史,










必ずしも学位取得を目的とせず, 他国・地域の大学等における学習, 異文化体験, 語
学の習得などを目的として, 概ね学年以内の学期又は複数学期, 教育を受けて
単位を修得し, または研究指導を受けるものであり, その授業形態は日本語又は外国



























さらに近藤 () は, 従来のプログラムが北米・オセアニア地域の大学の日本












人, 英国人, オセアニア人, 主専攻
は	人, 副専攻人, 非専攻が	人である｡ 以下, 学習動機, 日本への関心
事, 日本語学習への期待, 日本への留学希望について調査の結果と分析を英国とフラ
ンスについて概観する｡
学習動機については, .で触れたように, 英国は教養型, フランスは教養型では
あるが職業的動機が比較的強い｡ 学習動機について専攻差で見ると, どの専攻でも
｢日本文化｣ が最も多く, ｢仕事｣ の割合は主専攻の方が高い｡
日本への関心事については, フランスは ｢マンガ・アニメ｣に次いで ｢映画｣が多い｡
英国は ｢マンガ・アニメ｣ ｢映画｣ の数値が ｢経済経営｣とほぼ同じで, 英国の大学に
おける日本語学習者は日本の ｢経済経営｣ に関心が高いことがわかる｡ 関心事につい
て専攻差で見ると, どの専攻でも ｢マンガ・アニメ｣ が高く, 主専攻では文学が多く
｢日本研究型｣ の傾向が見られる｡
日本語学習への期待は, どの地域でも ｢技能を総合的に伸ばす｣ ｢日本語でのコミュ
ニケーション力｣ が上位を占め, 第位以降に各地域の特色が現れる｡ 英国は｢レポー
ト｣ ｢現代文化｣が有意に多く ｢討論｣ ｢日本社会｣ ｢日本史｣は有意に少ない｡ フランス
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) 分析はクロス集計の後, 地域差や専攻さの視点から検定を行い有意差が認められたものは残
差分析を行っている (近藤・丸山・東・ピッツィコーニ, )｡
は ｢討論｣ ｢日本社会｣は有意に多いが ｢レポート｣ ｢通訳｣ は有意に少ない｡ なお, オ
セアニアは ｢レポート｣ ｢通訳｣ が有意に多く ｢討論｣ ｢日本社会｣ ｢日本史｣ は有意に少






合は ｢レポートが書ける｣ という高度な日本語能力の達成が期待されており, 討論を








近藤 () が年に行った, 英国・フランス・オセアニアの送り出し側の日
本語教育担当者を対象とした意識調査では, つの地域に共通する回答が挙げられて

























あり, 恒吉 () はこうした志向をロンドン大学の例と比較しながら, 短期
留学の目的に関しても違いがあることを指摘している｡ すなわち, 同じ英国の大学で
あってもそれぞれの日本語教育の目標やそれに伴うカリキュラム等はかなり異なって
おり, 短期留学プログラムの目標や学習内容にも影響する｡ たとえば, .で述べた



















くる｡ また, これまではほとんどなされていないが, 同じ大学の留学生を受け入れて
いる複数の大学間で横の連絡を取るということも考えられる｡ 
つの大学に来る留学
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英国の大学における日本語教育の特徴と動向 (塩入) ――
